
緊急住民アンケート調査結果

調査の概要
○調査方法 大津波警報が発表された青森・岩手・宮城県の36市町村の中で、避難指示・勧告が発令

された地域の住民に対し、電話帳より無作為に5,000名を抽出して、アンケート調査票を郵送・回収
○アンケート実施期間 3月15日（発送）～31日（回収数2,007票、回収率40％）

避難率

調査結果

避難率は、37.5％であった。
（指定避難場所以外への避難
を含む）

 

■ 避難した
■ 避難しなかった
（必要性は感じていた）

■ 避難しなかった
■ 無回答

避難した方の約6割が「指定
避難場所以外」への避難であ
り、指定避難場所へ避難した
方の２倍近くであった。

避難しなかった理由

半数以上（52.7%）が「高台な
ど、津波により浸水するおそれ
のない地域にいると思ったか
ら」と回答。

これは、避難指示等の対象地
域が、過去最大級（高さ１０ｍ
など）の津波を想定したハザー
ドマップを基に発令されたもの
であり、今回の３ｍの警報に対
しては広かったためと考えられ
る。

高台など、津波により浸水する
おそれのない地域にいると思った

他地域に到達した津波が大きく
なかったので避難の必要はない

大津波警報だったが、３ｍより
小さな津波しか来ないと思った

自分のいる所が２階以上の高さ
だったので、安全だと思った

３ｍ程度なら１９６０年の津波より
被害範囲は小さいと思った

近所の人たちが
避難していなかった

海岸に堤防があるので、
津波は来ないと思った

避難の呼びかけがなかった、
または聞こえなかった

自分のいる所が堅固な建物の中
だったので、安全だと思った

身体的に避難が困難、
家族に避難が困難な人がいた 6.7％
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公民館や学校など、市町村が指定

した避難場所

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、親戚・知人宅

津波の危険がない、頑丈な建物の

高い所やビルの2階以上

津波が到達しない安全な地域へ外

出していた
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帰宅したきっかけ

「津波の第１波が小さかったから」
が３割強で最も多かった。

津波の第１波が小さかったから

大津波警報から津波警報に
切り替えられたから

周囲の人が帰り始めたから

津波警報から津波注意報に
切り替えられたから

自宅が心配になったから

避難指示または避難勧告が
解除されたから

津波注意報が解除されたから 8.8％
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避難先からの帰宅時間

津波の高さが第２波以降で最大となる可能性があることを知っていた方は、
知らなかった方に比べ避難先からの帰宅時間がより遅くなる傾向がみられ
た。

最大波到達（17:01※）第１波到達（14:11※）

※久慈港（岩手県）における観測時刻


